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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、神経麻痺が関節リウマチの関節炎と骨粗鬆症に及ぼす影響を検証する目的で、

コラーゲン誘発関節炎ラットに坐骨神経麻痺を加え、その関節炎と骨量に及ぼす影響を検

討したものである。その結果、坐骨神経切除はコラーゲン誘発関節炎ラットの関節炎を抑

制するが、骨量には影響を及ぼさないことが明らかとなった。これらの結果は、麻痺性疾

患合併の関節リウマチの診療に有用な情報を提供するものであり、本論文の内容は、関節

リウマチの関節炎と骨粗鬆症の診療に大きく寄与するものであり、明らかに学術の水準を

高めたものと認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


